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サービス連合新聞 第47号 2019年10月23日（水）（１）

北
海
道
地
連
は
、
８
月
28
日
（
水
）
に

「
か
で
る
２
・
７
」
に
て
第
19
回
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
議
長
に
ツ
ー
リ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
北

海
道
労
働
組
合
の
菅
沼
祥
平
代
議
員
が
選

出
さ
れ
、
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。
中
谷

議
長
の
挨
拶
の
の
ち
、
後
藤
会
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
、
先
だ
っ
て
開
催
さ
れ
た
定
期

大
会
で
決
定
の
２
０
１
９
～
２
０
２
０
年

度
の
運
動
方
針
等
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
４
月
に
結
成
さ
れ
た
ツ
ー
リ

ス
ト
サ
ー
ビ
ス
北
海
道
添
乗
員
労
働
組
合

戸
田
代
議
員
よ
り
サ
ー
ビ
ス
連
合
新
規
加

盟
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
温
か
い
拍
手
で

新
し
い
仲
間
を
歓
迎
い
た
し
ま
し
た
。

議
事
に
お
い
て
は
２
０
１
９
年
度
か
ら

の
新
た
な
運
動
方
針
案
を
は
じ
め
、
議
案

は
す
べ
て
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
無
事

定
期
大
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

定
期
大
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
、

新
し
く
地
連
執
行
部
に
選
出
さ
れ
た
メ
ン

バ
ー
よ
り
力
強
い
抱
負
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
今
期
で
執
行
部
を
退
任
さ
れ
た

方
々
か
ら
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

ま
で
の
地
連
活
動
へ
尽
力
い
た
だ
い
た
感

謝
の
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
期
の
運

動
方
針
は
前
期
か
ら
引
き
続
き
の
本
部
方

針
で
あ
る
「
４
つ
の
運
動
の
柱
」
を
基
に

北
海
道
地
連
と
し
て
前
期
で
の
活
動
に
お

け
る
成
果
・
反
省
点
を
総
括
し
策
定
い
た

し
ま
し
た
。
組
織
拡
大
や
賃
金
目
標
、
総

実
労
働
時
間
の
短
縮
等
、
あ
る
べ
き
姿
の

実
現
に
む
け
各
加
盟
組
合
に
寄
り
添
っ
た

活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

東
日
本
地
連
は
、
８
月
26
日
（
月
）
に

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京
に
て
第
15
回
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
の
議
長
団
に

は
川
端
代
議
員
（
阪
急
阪
神
ホ
テ
ル
ズ
労

組
）
、
松
井
代
議
員
（
日
旅
産
業
労
組
）

の
両
名
を
選
出
し
議
事
を
進
行
し
ま
し
た

。
岡
野
議
長
よ
り
取
り
巻
く
情
勢
や
2
年

間
の
振
り
返
り
と
、
将
来
に
わ
た
る
展
望

に
つ
い
て
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
来
賓

と
し
て
連
合
東
京
の
岡
田
会
長
、
関
東
交

運
労
協
の
滝
沢
議
長
よ
り
連
帯
の
激
励
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
後
藤
会

長
か
ら
も
サ
ー
ビ
ス
連
合
を
代
表
し
て
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
「
２
０
１
７
～
２
０
１
８

年
度
活
動
総
括
」
、
「
２
０
１
９
～
２
０

２
０
年
度
活
動
方
針
」
を
中
心
に
審
議
さ

れ
、
「
２
０
１
８
年
度
決
算
・
会
計
監
査

報
告
」
、
「
２
０
１
９
年
度
予
算
」
、
「

東
日
本
地
連
規
約
改
訂
」
を
あ
わ
せ
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
改
選
期
の

た
め
「
２
０
１
９
～
２
０
２
０
年
度
東
日

本
地
連
役
員
選
挙
」
が
行
わ
れ
、
再
任
と

な
っ
た
岡
野
議
長
を
は
じ
め
24
名
の
役
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
て
確
認
さ
れ
た
活
動
方
針
を

着
実
に
遂
行
す
べ
く
、
よ
り
活
動
を
進
化

さ
せ
、
加
盟
組
合
に
親
し
み
と
意
義
の
あ

る
地
連
活
動
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

吉田事務局長

髙橋事務局長

北海道地連執行部

東日本地連執行部



中
部
地
連
は
、
８
月
29
日
（
木
）
名
古

屋
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
19
回
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
定
期
大
会
に
は
役

員
、
代
議
員
、
傍
聴
者
な
ど
58
名
が
出
席

し
、
「
２
０
１
７
～
２
０
１
８
年
度
運
動

の
ま
と
め
」
、
「
２
０
１
８
年
度
決
算
報

告
・
会
計
監
査
報
告
」
、
「
２
０
１
９
～

２
０
２
０
年
度
運
動
方
針
」
、
「
２
０
１

９
年
度
予
算
」
、
「
規
約
改
正
」
の
各
議

案
を
執
行
部
が
提
案
し
、
す
べ
て
原
案
通

り
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

杉
浦
副
議
長
の
挨
拶
で
開
会
し
た
定
期

大
会
は
、
村
本
代
議
員
（
名
古
屋
観
光
ホ

テ
ル
労
組
）
、
三
浦
代
議
員
（
ト
ヨ
タ

ツ
ー
リ
ス
ト
労
組
）
の
２
名
の
大
会
議
長

を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
の
中
山
議
長
に
よ

る
挨
拶
の
後
、
本
部
後
藤
会
長
か
ら
は
7

月
に
開
催
さ
れ
た
本
部
定
期
大
会
の
議
題

と
併
せ
て
「
４
つ
の
運
動
の
柱
」
に
つ
い

て
、
本
部
、
地
連
、
加
盟
組
合
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
挨
拶
で
触
れ
ま

し
た
。

来
賓
と
し
て
お
招
き
し
た
佐
々
木
龍
也
・

連
合
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
幹
事
（
連
合
愛

知
会
長
）
並
び
に
衆
議
院
議
員
赤
松
広
隆

様
、
参
議
院
議
員
大
塚
耕
平
様
か
ら
も
激

励
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
大
会
に
お
い
て
２
０
１
９
～

２
０
２
０
年
度
役
員
選
挙
を
行
い
、
22
名

の
新
役
員
を
選
出
し
、
併
せ
て
本
大
会
を

も
っ
て
６
名
が
地
連
役
員
を
退
任
さ
れ
、

役
員
退
任
慰
労
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
日
本
地
連
は
、
８
月
27
日
（
火
）
に

京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
て
第
15
回
定
期

大
会
を
役
員
・
代
議
員
・
傍
聴
者
な
ど
計

１
２
０
名
の
出
席
を
も
っ
て
開
催
し
ま
し

た
。
大
会
議
長
団
に
阪
口
代
議
員
（
京
都

ホ
テ
ル
労
働
組
合
）
と
平
松
代
議
員
（
東

武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
労
働
組
合
）
を
選
出

し
、
眞
田
議
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
と

し
て
連
合
京
都
よ
り
廣
岡
会
長
の
挨
拶
を

は
じ
め
、
本
部
よ
り
石
川
事
務
局
長
か
ら

本
部
定
期
大
会
で
確
認
さ
れ
た
運
動
方
針

を
中
心
と
し
た
話
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
に
関
し
て
は
、
２
０
１
７
年
～
２

０
１
８
年
度
運
動
の
ま
と
め
、
２
０
１
８

年
度
活
動
・
決
算
報
告
及
び
２
０
１
９
～

２
０
２
０
年
度
運
動
方
針
、
２
０
１
９
年

度
予
算
案
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
も
引
き
続
き
考
え
方
を
変
え
ず
、

４
つ
の
運
動
の
柱
を
も
と
に
、
加
盟
組
合

と
の
接
点
を
増
や
し
連
帯
を
深
め
、
組
織

基
盤
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

地
方
連
合
と
連
携
し
産
業
政
策
提
言
に
む

け
活
動
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

今
期
新
役
員
体
制
は
、
新
任
14
名
、
再

任
11
名
の
体
制
と
な
り
、
新
た
な
風
を
多

く
取
り
入
れ
な
が
ら
様
々
な
観
点
と
意
見

を
収
斂
し
、
活
動
を
前
進
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

サービス連合新聞 第47号 2019年10月23日（水）（２）

中部地連執行部

西日本地連執行部

久野事務局長

山根事務局長



九
州
地
連
は
、
８
月
27
日
（
火
）
に
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
福
岡
に
て

第
19
回
定
期
大
会
を
代
議
員
・
傍
聴
・
執

行
部
あ
わ
せ
て
51
名
の
出
席
を
も
っ
て
、

議
長
団
に
熊
迫
代
議
員
（
日
本
旅
行
労
働

組
合
）
前
田
代
議
員
（
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
ホ

テ
ル
労
働
組
合
）
を
選
出
し
て
開
催
し
、

有
馬
議
長
、
九
州
交
運
労
協
の
越
智
事
務

局
長
、
本
部
後
藤
会
長
か
ら
の
挨
拶
後
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

森
下
事
務
局
長
よ
り
「
２
０
１
７
年
～

２
０
１
８
年
度
の
運
動
の
ま
と
め
」
「
２

０
１
８
年
度
決
算
お
よ
び
会
計
監
査
報

告
」
「
２
０
１
９
年
～
２
０
２
０
年
度
の

運
動
方
針
」
「
２
０
１
９
年
度
一
般
会
計

予
算
」
等
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案

が
提
案
ど
お
り
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
本
大
会
に
お
い
て
２
０
１
９
年

度
役
員
選
挙
を
行
い
、
新
し
い
執
行
部
体

制
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
会
計
監
査
も
含
め
、
９
名
の

新
役
員
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て

本
大
会
を
も
っ
て
、
有
馬
前
議
長
、
後

藤
・
高
石
前
副
議
長
、
野
田
・
水
口
前
執

行
委
員
、
久
保
・
深
江
前
会
計
監
査
が
退

任
さ
れ
、
役
員
退
任
慰
労
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

長
年
に
わ
た
る
ご
活
躍
に
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

大
幅
な
役
員
入
れ
替
え
で
厳
し
い
年
度
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
薗
田
新
議
長
を
中

心
に
本
大
会
で
採
択
さ
れ
た
方
針
を
基
に
、

加
盟
組
合
の
皆
様
と
共
に
活
動
の
前
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

沖
縄
地
連
は
、
９
月
11
日
（
水
）
Ａ
Ｎ

Ａ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
万
座
ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
ト
に
て
第
19
回
定
期
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
山
中
議
長
か
ら
代
議
員
と
執
行

部
へ
日
頃
の
組
合
活
動
を
ね
ぎ
ら
っ
た
後
、

沖
縄
県
の
宿
泊
業
の
情
勢
に
触
れ
、
新
規

ホ
テ
ル
が
参
入
し
て
い
く
中
、
サ
ー
ビ
ス

連
合
が
掲
げ
る
「
４
つ
の
運
動
の
柱
」
が

大
切
だ
と
い
う
力
強
い
挨
拶
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。

後
藤
会
長
か
ら
は
、
日
韓
問
題
に
起
因

す
る
観
光
業
の
現
状
に
触
れ
な
が
ら
「
サ
ー

ビ
ス
連
合
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
の
あ
る

産
業
、
皆
が
自
分
の
た
め
だ
と
思
っ
て
組

合
活
動
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
議
事
進
行
に
入
り
ま
し

た
。大

会
は
、
組
合
員
５
０
７
名
を
代
表
す

る
代
議
員
が
集
ま
り
活
発
な
意
見
交
換
を

経
て
、
２
０
１
８
年
の
活
動
・
決
算
報
告
、

第
１
号
議
案
～
第
３
号
議
案
ま
で
す
べ
て

採
決
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
で
は
新
た
に
５
名
の
役
員
が
承
認

さ
れ
、
今
回
の
大
会
を
も
っ
て
眞
野
事
務

局
長
が
退
任
と
な
り
、
新
た
に
琉
球
ホ
テ

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
労
働
組
合
の
平
良
事
務

局
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
加
盟
組

合
で
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｇ
ホ
テ
ル
ズ
労
働
組
合
沖

縄
支
部
は
新
た
に
沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
労
働
組
合
と
し
て
新
た
に
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
数
は
他
の
地
連
よ
り
少
な
い
で

す
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
1
番
の
地
連
を
目

指
し
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

サービス連合新聞 第47号 2019年10月23日（水）（３）

九州地連執行部

沖縄地連執行部

森下事務局長

平良事務局長



９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
各
業
界
団
体
を
訪
問
し
、

「
総
実
労
働
時
間
短
縮
の
推
進
」
に
つ
い
て
業
界
全
体

の
波
及
効
果
を
高
め
る
た
め
に
産
業
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
産
業
へ
と
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
人
財
へ

の
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
産
業
基
盤
を
強
固
に
し
、
労

働
時
間
短
縮
や
適
正
な
労
働
時
間
の
管
理
な
ど
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
働
き
方
の
実
現
に
む
け
て
、

産
業
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
を

共
有
し
た
う
え
で
、
各
業
界
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

サービス連合新聞 第47号 2019年10月23日（水）（４）

総実労働時間短縮の推進へむけた取り組み
宿
泊
業
･
旅
行
業
･
国
際
航
空
貨
物
業
の

業
界
団
体
を
訪
問

2
0
1
9
秋
闘
始
ま
る

10
月
２
日
（
水
）
、
２
０
１
９

秋
闘
第
１
回
闘
争
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
闘
争
委
員
会
で
２
０

１
９
秋
闘
方
針
に
基
づ
き
、
最
近

の
特
徴
的
な
動
き
と
当
面
の
闘
い

方
を
確
認
し
、
秋
闘
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

２
０
１
９
秋
闘
で
は
２
０
１
９

春
季
生
活
闘
争
の
方
針
を
引
き
継

ぎ
、
魅
力
あ
る
産
業
の
実
現
に
む

け
、
労
働
条
件
の
改
善
に
全
力
を

傾
注
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
企

業
業
績
や
財
務
状
況
を
事
前
に
把

握
し
、
具
体
的
な
方
針
を
早
期
に

確
立
し
て
準
備
を
整
え
万
全
の
体

制
で
臨
み
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
連
合

は
魅
力
あ
る
産
業
の
実
現
に
む
け
、

組
合
員
を
は
じ
め
と
す
る
全
雇
用

労
働
者
の
一
人
ひ
と
り
が
働
き
が

い
と
生
き
が
い
を
持
ち
、
安
心
し

て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

日本旅館協会を訪問

日本旅行業協会(ＪＡＴＡ)を訪問

全国旅行業協会(ＡＮＴＡ)を訪問

全日本シティホテル連盟を訪問


